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要旨（要約）

　青森県では、公共図書館の前身となった八戸書籍縦覧所に代表されるような全国的にみて早い時期

から図書館の設置が始まった。図書館が設置され、増加した背景にはその要因となる経緯が存在す

る。本稿は青森県内の公共図書館数の変化を踏まえたうえで、増加が顕著にみられた経緯を明らかに

しようとした。まず、青森県内の公共図書館数のグラフ化したところ、顕著な増加がみられる時期が

４つ確認された。そのうえで、把握された４つの時期に新設された図書館の設置経緯を分析した。そ

の結果として、明治期は既存蔵書の活用、有志による読書活動、通俗教育を目的として設置が始まっ

た点、大正期は青森県の補助金政策によって一時的な図書館数の急増をみるものの、戦時体制下で激

減した点、戦後は献本運動などを通して図書館を求める声があっても、厳しい財政により公民館図書

室で代替する自治体が多く、国の補助金や重点事業として予算配分され、図書館数が増加した点が確

認された。

１．はじめに 

　公共図書館の未設置自治体において住民アンケートにより、求める公共施設とし上位を占めるもと

して公共図書館があげられる。今日、公共図書館の必要性や存在意義は一般の人々に理解されている

といってよい。しかし、こうした理解は図書館が設置された当初から存在したものとは考えにくく、

公共図書館の必要性が認められ、求められるようになった経緯を明らかにすることは、公共図書館が

どのような役割を人々から期待されてきたのかを示すことへとつながると考えられる。

　図書館の設置経緯を明らかにする研究として、公共図書館以外の学校図書館１もしくは個別図書館

の設置背景や経緯を扱ったもの２は存在するが、特定地域に絞った研究は、管見の限り存在していな
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い。以上を踏まえつつ、本稿では青森県という特定地域の公共図書館数の変化に着目し、公共図書館

が増加した経緯を明らかにすることを目的として、青森県内の公共図書館の創設について書かれた報

告書、新聞記事、各自治体で発行される地方史などの文献等を用いて分析を行った。公共図書館の状

況を具体的に把握する方法として、数値以外にどのような活動に取り組んできたのかを示した青森県

の公共図書館に関する歴史研究の成果を活用することができる。青森県の公共図書館に関する歴史研

究は、県内を網羅的に取り扱ったものに『青森県図書館運動史』、『青森県読書運動明治大正史』、『青

森県立図書館史』、『近代日本図書館の歩み：地方篇』所収の「青森県」 がある。また、『青森県立図

書館四十年の歩み』や『弘前図書館60年の歩み』 のように個別の各図書館史として刊行されたものも

ある。しかし、1978年刊行の『青森県立図書館史』を中心として、具体的な活動を示す記述はみられ

るものの、いずれの研究や資料も刊行から10年以上経過しており、現在に至る青森県内の公共図書館

の状況を経年的に扱った研究は管見の限り存在していない。

　本稿において、青森県の公共図書館数の傾向や特徴を確認することで、現在の青森県の公共図書館

がおかれた状況に至る要因を解明することに繋げることができる。そして、その要因を踏まえること

で、青森県の公共図書館のこれからの活動に必要な視点を提示することが可能となる。

２．青森県における公共図書館数の変化

　ここでは、明治期から現在までの青森県における公共図書館数の変化を確認する（図１、図２）３。

青森県において、近代公共図書館が成立したのは、日本に欧米の図書館制度が紹介された明治初期で

あった。1874年に八戸書籍縦覧所、1875年に弘前の東奥義塾の博覧書院など、図書館の開設がみられ

た。八戸書籍縦覧所や博覧書院は、一般にも公開された施設であった。これらの動きを青森県の図書

館運動史をまとめた間山は、公共図書館の源流と指摘した４。

　青森県では、明治初期に図書館の源流を求めることができるものの、県内の公共図書館数が1920年

代になるまで増加しなかった。1920年代に入ると町村及び私立の公共図書館が急激に増加した。1930

年代に入ると一度急激な減少がみられるものの、一定数を維持した。

　1940年代、戦時体制下に入っても県立図書館、弘前市立弘前図書館、八戸市立図書館は維持された

ものの、町村図書館及び私立の公共図書館の機能は停止した。そのため終戦後の1946年に町村図書館

及び私立図書館は図書館数上に表れなくなった５。数値上表れた図書館であっても、県立図書館の火

災や占領軍による八戸市立図書館の接収など、図書館活動の環境は厳しかったと考えられる。

　その後、活動の再開や図書館の新設によって1952年には６館の町村図書館が確認できるようになっ

た。三本木町では市制（1954年）や合併（1955年）に伴い、町立図書館から市立図書館への移行や吸

収によって、市立図書館数の増加と町村図書館数の減少に影響をあたえた。

　1960年代から1970年代初頭にかけては緩やかに町村図書館の増加がみられた。1975年から1983年６

及び1995年から1999年にかけて県内の町村図書館は急激に増加した。このとき増加した町村図書館

は、公民館図書室から転換したもので、公民館図書室数の減少に表れている（図３）。

　2004年から2006年にかけて町村図書館数は減少傾向にあった。この背景には、平成の市町村合併に

より、複数の町村図書館が市制に伴い、市立図書館への移行や吸収された影響があった。なお、私立

の公共図書館は戦後、図書館法の制定による制度変更の影響もあって統計上ゼロの状態が今日まで続
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いている。

　以上の公共図書館数の変化を踏まえて、次章以降では①1870年代から1900年頃の青森県における公

図 .1青森県の公共図書館数の変化1905年から1939年

図 .2青森県の公共図書館数の変化1946年から2012年
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共図書館の設置期、②1920年代の町村及び私立図書館の急激な増加期、③1970年代初頭から1983年の

市立図書館の充実及び町村図書館の急増期、④1995年から1999年にかけての町村図書館微増期の４つ

の時期に焦点あて、公共図書館の設置経緯を取り上げる。

３．1870年代から1900年頃の青森県における公共図書館の設置期

近代公共図書館制度は、義務教育を終えたものに対する継続的な教育を行う施設として1850年代のイ

ギリスやアメリカで確立された。明治初期、英米から図書館制度が日本に紹介された。しかし、明治

初期に青森県で創られた図書館施設は成人教育目的に設置された公共図書館と一線を画した存在で

あった。

3.1．蔵書活用を目的にした図書館施設

　明治初期、青森県の図書館はすでに集積されていた蔵書を活用しようとする動きから始まった。八

戸では1874年、南部栄信が旧藩時代の図書を一般開放することを決めて、旧藩の武士の「弘観舎」を

八戸書籍縦覧所とし、広く住民の利用に供された７。

　弘前では1892年、東奥義塾の教師であった外崎覚らが中心となって津軽古図書保存会を立ち上げ、

地域に残された古文書や図書を収集し、東奥義塾内に閲覧所を設けた。現在、弘前市立図書館には収

集した資料が引き継がれている。1902年私立弘前教育会が中心となって、図書館設置運動をはじめ

た。翌1903年には読書団体などから寄贈された図書をもとに、「私立弘前図書館」を設立した。1906

年５月には、私立弘前図書館の蔵書と新築の建物が市に寄付され、弘前市立図書館が開館した８。

　青森では1899年有志団体、青年倶楽部が図書部をおき、住民に公開された。1902年には手狭になっ

図 .3青森県内の公民館図書館数1979年から2001年
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たため移転し、私立青森図書館に衣替えした。1907年、私立青森図書館は解散のうえ、市に寄贈移管

された９。それに伴い、私立青森図書館の蔵書をもとに青森市立図書館として開館した。

　こうした県内の動きは、既に集められていた蔵書をさらに活用する目的で図書館が創られたことを

意味していた。

3.2．有志による図書館施設

　青森県では、既存の蔵書にとらわれず、有志がみずからの目的に即して図書や資金を出し合い図書

館を創る動きもみられた。1880年、三戸には「三十三人の町の有志が相図り、図書を購入して「書籍

縦覧所」を設置し、これが基盤になって三戸書籍館が」10、旧三戸代官所の一戸正綱を館長として開

設された。有志が図書や資金を拠出し集めた蔵書は、洋書92冊を含む、約1,230冊であった11。1892年

に三戸尋常高等小学校が37円でこれらの蔵書を払い受け、三戸書籍館は、廃止された12。三戸に書籍

縦覧所が設置されたのと同じ、1880年五戸にも、旧斗南半家老内藤信節を館長とする五戸書籍館が開

設された。活動の記録が残されていなため不祥であるものの、三戸と同様の活動を行っていたと推定

される。三戸書籍館のような有志の拠出を基盤とした施設は、有志が欠けるなどして運営費の確保が

難しくなり、閉鎖へとつながった。

3.3．学校の中の公共図書館

　学校教育制度の普及に伴って、就学する子どもの親を教育することを意図し始められたのが通俗教

育であった13。青森県でも、小学校で通俗教育が広く取り組まれた。1907年、現在の田舎館村に存在

した東光寺尋常小学校において、児童の就学率・出席率向上と風紀矯正を目的とする「東光寺尋常小

学校児童保護会」が創設された。その活動の一環に「図書館を設置し一般の縦覧に供すること」が挙

げられていた14。東光寺尋常小学校児童保護会による図書館活動はまさに通俗教育といってよいもの

である。

　1909年４月、十和田市民図書館につながる図書館が開館した。同図書館は「当時の皇太子（大正天

皇）が東北をご旅行されたのを記念して三本木小学校内に蔵書三百冊で開設された」15三本木村立図

書館であった。「毎年百円以上の町費を支出、主として通俗教育に資せんとして其の蔵書は専ら簡易

普通の主義をとりて備付あり」とされるように通俗教育を目的にしたものであった16。

　1909年、上北郡新町尋常高等小学校訓導の中村連城を館長とする野辺地町立野辺地図書館が開館

し、1915年11月、七戸町立図書館が「七戸尋常高等小学校の中に開設され」17 18るなど、県内の小学

校内に通俗教育を目的に据えた数百冊の蔵書をもつ簡易的な図書館が設置された。校長を館長に、書

記を教職員が兼務する、貸し出し中心の図書館であった19。

4. 1920年代の町村及び私立図書館の急激な増加期

　1910年代後半、全国で学校外の教育制度としての社会教育制度が整えられると、青森県においても

社会教育主事の職をおき、図書館を含む社会教育行政に従事することになった。それによって、通俗

教育から社会教育への転換がなされ、成人に対する教育を目的とする図書館整備が進められた。
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4.1． 県の簡易図書館の設置奨励政策

　1920年10月、青森県で社会教育主事が置かれた直後に、社会教育を目的とする図書館施設の設置を

促す「簡易図書館設置奨励補助規程」が教育に関する勅語渙発30年を記念する名目のもとで設けられ

た。「簡易図書館設置奨励補助規程」（図４）は簡易図書館を新設する場合に１箇所20円の補助をする

ことになった。

　同規程は「農村青年の教育の普及を図るべく」という目的をもち、「義務教育の終わった者の補習

教育の一助として小規模ながら再適切な書籍のみを備付け、場所は学校の一部を宛る」まさしく簡

易な図書館の設置を促すものであった20。通俗教育に位置づけられた図書館とは期待される目的が異

なっていた。この県による補助金政策が契機となって1925年には青森県内の図書館が140館まで増加

した。

簡易図書館設置奨励補助規程（青森県令第85号）大正９年10月30日
第１条　町村又は施設団体に於て新に簡易図書館を設置したるときは毎年予算を以て定むる金額
範囲内に於て補助金を交付す前項の補助金は図書購入費に充つるものとす
第２条　前条に依り補助を受けんとするときはその管理者に於て左記各号を具し郡市役所を経由
申請すべし
１　名称
２　位置
３　設置年月日
４　規則
５　当該年度経費予算
６　維持方法
第３条　補助を受けたる図書館の管理者は年度経過後二個月以内に左記事項を調査し郡市役所を
経由報告すべし
１前年度経費決算
２前年度開館日数閲覧図書冊数
第４条　補助を受けたる図書館の管理に於て本規程の趣旨に違反したる時は既に交付したる金額
の全部又は一部の返納を命する事あるべし
第５条　町村又は私設団体において新たに巡回文庫を設置したる場合に在りても本規程を準す

　1922年には藤崎村立簡易図書館が役場内に開設され、年間100円の資料費を予算化した。年間の利

用者は当初の290人から1929年に約480人へと増加した。しかし、その後利用者の減少にともなって

1940年には休館に至ることになった21。

　1923年に富木舘村（現在の藤崎町）では簡易図書館を育英小学校内に開設し、担当教員も置かれた。

開館当初は年間268日開館、閲覧者460人であった。しかし、1927年には年間80日開館、閲覧者80人に

減少した22。油川町（現在の青森市）では、「青年の知識向上」23を目的として町内から寄付を募って

1926年５月21日町立図書館を開設した。

　補助金交付を掲げた補助規程は親に対する通俗教育とは異なる目的であったものの、大半の設置場

所が通俗教育目的の図書館と同じく、小学校内であった。この補助規程は、継続的な補助を内容とし

図 .4簡易図書館設置奨励補助規程
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ていなかった。そのために、小学校という安定した場所を確保したものの運営費用に乏しい簡易図書

館は開館休業状態になるものも多かった。

　1926年、県令15号によって簡易図書館設置奨励補助規程は、廃止された。この規定に代わって「図

書館施設要項並準則」が定められたものの、従前のような図書館設置につながる補助規程を欠いたた

めに財政基盤の弱い図書館の閉鎖を招き、図書館数の減少につながった。

５．1970年代初頭から1983年の市立図書館の充実及び町村図書館の急増期

　戦後、社会教育法（1949年）の施行にもとなって、整備された公民館施設内に図書室が設置され、

公共図書館の代替となった。例えば、1953年８月開館の大畑公民館には700冊の図書が置かれた24。

1954年４月、大三沢町公民館では購入図書200冊と献本図書200冊あわせた400冊の蔵書で図書室を設

置した。1958年、同図書室は看板を掛け替え三沢市立図書館となった。県内各地公民館併設図書館は

狭隘と混雑から、独立した館舎を望む声が出された。

　しかし、小泊村では、国庫補助を２年受けてようやく公民館が整備できる状態であった。同村は

「小泊村社会教育方針と計画（1969年）」に社会教育施設設備の整備として、図書の充実を挙げるたが、

独立した図書館施設の整備の余裕までなかった25。後述するように独立した図書館を望む声はあるも

のの、予算の確保が難しく実現しない市町村も多かった。

5.1．献本運動による公共図書館の充実

　青森県内において、図書館への献本行為自体は明治初期からみられた。当初は有力者や篤志家によ

る献本が主流であったが、やがて住民中心の献本運動が行われるようになった。例えば、1940年に十

和田村で村外中学校へ通う学生が図書館を求め、献本運動と資金を出し合い新刊書を購入した活動が

あった26。献本で集められた図書は奥入瀬簡易図書館として地元民に公開されのち、1948年村に移管

され、村立図書館となる基盤となった。

　また、十和田市でも献本運動が顕著にみられた。1956年十和田市では、市町村合併に伴い十和田市

立図書館と改称したものの、小学校に間借りの状態であった27。1966年に十和田市立図書館はようや

く十和田市社会福祉会館２階に移転した。しかし、「あちこちの間借りで“名ばかり”の時代が続」28い

たことで、「市民の間に『図書館を』という声は次第に高まり」29、1973年の新館建設につながった。

　新館建設に向けて1971年から市民による献本運動が展開され、3,430冊（1973年度末）が寄贈され

た。この他にも、献本募金も行われ、約182万円（1973年末）が寄付された。こうした市民による図

書館支援活動を示すため、新館開館に際し、十和田市立図書館を十和田市民図書館へと改称した。そ

の後も、市民１人あたり、１冊の蔵書を目指して、献本運動が継続された。その結果、1979年に市民

１人あたり、１冊となる蔵書57,000冊を達成した。後述するように、献本運動は県内の多くの図書館

で取り組まれた。

5.2．市町村立図書館の急増と献本運動

　青森県では、1975年に５館であった町村図書館が1983年までに12館へと倍以上に増加した。７つ町

で新たに図書館が設置された。この時期、設置された町では公民館図書室を設けているところが多
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かったものの、蔵書数の少なさや閲覧・学習場所の狭さなどが課題となり、独立した図書館を望む声

につながった。

　例えば、三戸町では「町民図書館建設は、町民永年の夢だった」30とされる。1978年に就任した町

長が公約のひとつとして掲げていた31ことで、設置計画が進み、文部省の補助金で資金のめどを付け

ることができたため実現した32。三戸町でも図書館建設に際して、町による町民献本運動が展開さ

れ、1981年開館に至った。

　六戸町では1977年、役場及び就業改善センターの一角に図書館類似施設を設置したところ「町民

の間から独立した図書館の建設を望む声が高まり、建設の運びとなった」33という。厳しい財政下で、

重点的に予算が配分され町の単独事業として実現された34。六戸町でも図書館建設に際して、教育委

員会主導による町民献本運動で約500冊が寄せられ、1983年開館に至った35。開館後も献本運動が続

けられ、住民も協力したことが当時の新聞で報じられた36。

　平賀町では、1976年から「中央公民館に本を贈りましょう」のキャッチフレーズのもと、献本運動

が展開され蔵書２万冊を超える公民館図書室ができていた37。30を超える読書会が組織され、図書館

の充実を求める声も出された。そうした中で、1980年県立柏木農業高校が移転するに伴い、同校の図

書館を県から払い下げを受けて町民図書館として開館させた。

　1975年から1983年にかけて、県内の町立図書館急増には、図書館施設を求める声に財政的な裏付け

の目途か代替手段（建物）の確保が実現した背景があった。また、献本運動が広まることで、図書館

設置を求める機運をさらに高めることにもつながった。

　しかし、1983年以降、図書館の設置について「各自治体とも財政上の問題が絡み、緊急性が低いこ

とからどうしても事業の優先順位では下位とならざるを得ず」38と財政的な目途のつかない市町村も

存在し、1995年の田子町立図書館開館まで10年以上新たな図書館の設置が行われなかった。

６．1995年から1999年にかけての町村図書館微増期

　1995年から1999年にかけて５つの町村図書館が新たに整備された。1997年４月、六ヶ所村民図書

館は文化交流プラザ「スワニー」に併設された施設であった39。1998年４月、五戸町では町中心部の

「歴史みらいパーク」に復元した代官所とともに、図書館が整備された40。この時期開館した町村図

書館は複合施設として設置されたものが多い。これは、限られた予算で複数の施設を建設することで

財政的な目途を付けようとする意図があったと考えられる。この時期になると図書館の設置に伴う献

本運動は顕著にみられなくなった。

７．結論

　本研究では、本稿では青森県という特定地域において、公共図書館数の変化を確認したうえで、公

共図書館が増加した背景を明らかにするために、青森県内の公共図書館の創設について書かれた報告

書、新聞記事、文献等を用いて分析検討した。

　その結果、青森県において公共図書館の顕著な増加は、①1870年代から1900年頃の青森県における

公共図書館の設置期、②1920年代の町村及び私立図書館の急激な増加期、③1970年代初頭から1983年

の市立図書館の充実及び町村図書館の急増期、④1995年から1999年にかけての町村図書館微増期の４
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つの時期と確認された。

　①の時期の設置経緯は多様で既存蔵書の活用、有志による読書活動、通俗教育を目的に据えていた

と確認された。②の時期の設置経緯は、通俗教育によって図書館を設ける土壌ができつつあったなか

で、青森県の補助金政策に促され、図書館数の急増につながったと確認された。しかし、運営資金を

欠き、戦時体制下で不要不急とされた図書館数は激減した。③及び④の時期の設置経緯は、公民館図

書室の狭隘と混雑、また献本運動などを通して独立した図書館を求める声が出されたことで、国の補

助金や重点事業として配分された予算で、資金のめどをつけて図書館の設置をはかったと確認され

た。なお、資金のめどのつかない市町村では、図書館を求める声が出されているものの、市立図書館

の設置に至っていない41。

　青森県において公共図書館の数が増加する背景には時期ごとに異なる経緯があると確認できた。今

後は、個別の事例に基づき、設置経緯を検討し、公共図書館に期待された役割を明らかにしていきた

い。
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